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男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

Ｑ７７  「女性活躍推進法」が平成２８年（２０１６年）４月１日から全面実施された 

ことは承知してますが、「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」賛同者の 

取組を紹介して欲しいです。 

 

Ａ７７  ２０１４年、９名の企業経営者等が活動を開始したこの会は、現在約２５０名

もの参加にふくらみました。その中から２名の賛同者の取組を紹介いたします。 

 

    一人ひとりの社員が輝くゆうちょ銀行に 

デジタルの進展やお客さまニーズの多様化等に対応し、新

しい価値を創出していくためにも、社員の能力を最大限発揮

できる職場環境の整備や機会提供が不可欠と考え、女性活躍

推進を重点項目の１つとしています。 

その取組として、社長直轄の女性社員プロジェクトを立ち 

上げ、新たな成長市場参入に向けて、感度を磨くための勉強

会や新規業務の検討を行っています。 

また、管理能力を伸ばすキャリア研修では、女性の積極的参加を促しており、

さらに各種制度の整備も図ることで、管理職に占める女性比率を１０.９%（２０

１６.４）から１５.３%（２０２０.４）に引き上げました。 

加えて、全国１３エリアに設置しているボトムアップ型の『ゆうちょダイバー

シティ・コミッティ』では、委員比率を男女５:５としており、各エリアでの様々

な職場課題に対し、多様な視点での改善策を模索しています。この活動で顕在化

した課題への改善提案を毎年度末に私が直接受け取り、改善検討を指示していま
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す。 

今後も女性活躍推進は勿論、有能な人材の採用・育成は当行の大きな命題であ

り、女性や若年層の働き方を応援するイクボスの養成、テレワーク拡大、男性の

育児参画推進など、多様な人材が才能を発揮できる職場環境の整備に力を入れて

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

「ダイバーシティ・キャンパスの実現」を目指す山口大学 

２０１２年に男女共同参画推進室を、２０１４年に女性研

究者支援室を設置し、２０１７年には、それら２つの室を発

展的に統合してダイバーシティ推進室を設置しました。全て

の大学人と地域の人々が、互いの違いを超えて、共感・共鳴・

共奏できる「ダイバーシティ・キャンパスの実現」を目指し、 

多くの改革や取組を実行しているところです。中でも、長期 

休暇中の大学内での学童保育の実施や仕事と介護の両立支

援などは、男女を問わず多くの教職員が利用しています。 

その結果、２０１８年、仕事と生活の両立支援に取り組み、多様な人材が活躍

できる職場作りに成果を上げている優良企業として「誰もが活躍できるやまぐち

の企業」と認証され、２０１９年、働き方改革において独自性・先進性のある取

組を行っている企業として「優秀将来世代応援企業賞」を受賞しました。さらな

る男女共同参画の推進や地域及び世界で活躍する女性研究者・女性人材を育むと
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ともに、男女が共に力を発揮することができる大学を目指します。 

また、２０２０年度文部科学省科学技術人材育 

成費補助事業に採択され、地域の企業や高等教育 

     機関と連携し、女性研究者の増加・研究力向上・ 

上位職増加を目指し、地域の女性活躍の気運を高 

めていきます。 

      

    

 

 

 

 

 

 

   資料出所 内閣府男女共同参画局 ２月号 

学童保育（ヤマミィ学級）の様子 

男性リーダーの会について、詳しくはこちら 

https://www.gender.go.jp/policy/ 

sokushin/male_leaders/index.html 
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